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４ 生活環境の保全 
 
(1) 大気・水環境の保全 
 
 ① 大気環境の保全 
 
  ア 大気環境のモニタリング 

    大気環境の状況を把握するため，市内に一般環境大気測定局（以下「一般局」と

いう。）を３局，自動車排出ガス測定局（以下「自排局」という。）を１局配置し，

モニタリングを実施しています。（図2-26） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

モニタリングの結果はリアルタイムで収集し，「北海道の大気環境」（北海道）や

「そらまめ君」（環境省）により，インターネットや携帯電話用サイトで情報提供し

ています。 

      函館市の大気環境 
 
   (ｱ) 微小粒子状物質 

     2020(令和２)年度の微小粒子状物質（PM2.5）の環境基準達成率は100％でした。

（表2-9） 

 

 

 

 

 

 

 

 

     国が策定した「注意喚起のための暫定的な指針」に基づき，日平均値が70μg/㎥

を超えると予想される場合には，注意喚起を実施することとしています。2020(令和

２)年度の注意喚起実施件数は０件でした。 

 

測定局 項 目 環境基準 測定結果 判定 

中部小学校 
年平均値 15 6.5 

〇 
1日の平均値の98％値 35 19.4 

深掘中学校 
年平均値 15 6.7 

〇 
1日の平均値の98％値 35 21.3 

北美原小学校 
年平均値 15 5.3 

〇 
1日の平均値の98％値 35 17.8 

表2-9 微小粒子状物質（PM2.5）の環境基準達成状況 （単位：μg/㎥） 

図2-26 大気環境調査地点図 

  検索 （https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/
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   (ｲ) 光化学オキシダント 

     2020(令和２)年度の光化学オキシダントの環境基準達成率は０％でした。環境

基準の未達成は全国的な傾向で，2019(令和元)年度の達成率は一般局で 0.2％，

自排局で０％と極めて低い状況となっています。未達成の原因は，国内での原因

物質発生のほか，大陸からの越境汚染の影響が考えられます。 
 
   (ｳ) その他の大気汚染物質 

     2020(令和２)年度の二酸化窒素(NO2)の環境基準達成率は100％，浮遊粒子状物

質(SPM)の環境基準達成率は100％，二酸化硫黄(SO2)の環境基準達成率は100％で

した。 
 
  イ 事業活動による大気汚染の防止 

    大気汚染防止法に基づき，ばい煙（窒素酸化物，硫黄酸化物，ばいじん等）を排

出する施設には排出基準が定められています。これらの施設に対し立入検査を行い，

排出基準超過の確認を行いましたが，排出基準を超過していた施設はありませんで

した。 

 

  ウ 自動車・交通対策 

渋滞の緩和や円滑な交通流の確保による自動車からの排気ガスの発生軽減を図

るため，2020(令和２)年度は，中道四稜郭通，昭和団地通の街路整備事業を行いま

した。また，西桔梗中央通など４路線の道路改築事業を進め，全体として 2020(令

和２)年度末の市道舗装率は76.8％(旧函館市内は88.5％）となっています。 

また，公共交通の利用促進を図るとともに，イベントや環境パネル展の開催など

により，エコドライブの実践についての市民の意識啓発を図っています。 

 

エ 大気汚染に関する苦情 

    2020(令和２)年度は，２件の苦情が寄せられました。速やかに調査を行い，原因

者に改善を指導しました。 
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② 水環境の保全 
 
  ア 水環境のモニタリング 

    水環境の状況を把握するため，市内の河川や海域でモニタリングを実施していま

す。（図2-27） 

   函館市の水環境 

 

 

(ｱ) 松倉川 

      2020(令和２)年度の河口のＢＯＤは1.2mg/Lで環境基準を達成しました。河口

のＢＯＤは環境基準達成を維持しています。（図2-28） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
(ｲ) 函館海域 

     2020(令和２)は，Ａ類型(ST-1,2,3)のＣＯＤとⅠ類型(ST-1,2,3)の全窒素およ

び全りんで環境基準が達成できませんでした。（表 2-10）函館海域の各類型の環
境基準は，達成・未達成を繰り返しています。（図 2-29）未達成の一因として，

河川水の流入による汚濁負荷と夏季はそれに加え植物プランクトンの影響が考
えられます。 

図2-27 水環境モニタリング地点図 

図2-28  松倉川のＢＯＤ経年変化 

  検索 （https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/
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地点 

ＣＯＤ 全窒素・全りん 

類型 基準 
測定

結果 
判定 類型 

全窒素 全りん 

基準 
測定

結果 
判定 基準 

測定

結果 
判定 

ST-1 

Ａ 
２ 

以下 

3.0 × 

Ⅰ 
0.2 

以下 
0.21 × 

0.02 

以下 
0.039 × ST-2 3.2 × 

ST-3 3.2 × 

ST-4 
Ｃ 

８ 

以下 

3.2 〇 
Ⅲ 

0.6 

以下 
0.33 〇 

0.05 

以下 
0.026 〇 

ST-5 3.2 〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表2-10  函館海域の環境基準達成状況 （単位：mg/L） 

図2-29  函館海域のＣＯＤ・全窒素・全りんの経年変化 
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   (ｳ) その他の河川・海域 

     亀田川や常盤川など主な河川の河口のＢＯＤはサケ科の魚類やアユが生息で

きる水質となっています。（表 2-11）なお，小田島川は源流がなく排水等が十分

に希釈されないためＢＯＤの値は高くなる傾向があります。 

 

河川名（測定地点） ＢＯＤ 河川名（測定地点） ＢＯＤ 

鮫川（湯の浜橋） 1.5 小田島川（大谷地橋上流） 19 

湯の川（湯の川橋） 2.3 矢尻川（矢尻川橋） 0.7 

亀田川（大森橋） 0.8 熊別川（新浜中橋） 1.1 

常盤川（臨港橋） 1.6 尻岸内川（女那川橋） 0.7 

汐泊川（汐泊川橋） 0.5 川汲川（川汲橋） 0.6 

蒜沢川（桔梗橋） 1.2  
 
     また，矢尻川や川汲川ではヒ素が環境基準を毎年超えていますが，これまでの

調査で地質由来等によることが分かっています。 

     東部海域（湯浜沖から大船町沖）のＣＯＤは，いずれの地点においても２mg/L

以下と魚類に適した水質を維持しています。 
 
   (ｴ) 地下水 

     2020(令和２)年度は，15本の井戸の調査を行いました。このうち７本の井戸は，

これまでの調査で硝酸性窒素および亜硝酸性窒素やテトラクロロエチレンが環

境基準を超えて検出されたため，継続調査を実施しました。その結果，２本の井

戸で環境基準の超過が確認されたため，所有者に対し飲用しないよう指導しまし

た。超過の原因は，過剰施肥や規制前に地下に浸透したものが残っていると考え

られます。 
 
  イ 生活排水への対策 

    下水道整備を基本として水質浄化に向けた取組を進めており，2020(令和２)年度

末では，処理面積で4,780haの下水道整備の整備を行い，年度末の処理人口普及率

は90.8％となっています。 

    また，下水道整備の計画がない区域の住宅に対し合併処理浄化槽の設置を促進す

るための助成を行っており，2020(令和 2)年度は 22 基分に利用され，利用累計は

698基となっています。 
 
  ウ 事業活動による水質汚濁の防止 

    水質汚濁防止法に基づき，特定事業場（汚水等を排出する施設を設置する工場ま

たは事業場）から公共用水域に排出される水には排水基準が定められています。こ

れらの事業場に対し立入検査を行いましたが，排出基準を超過していた施設はあり

ませんでした。 
 
  エ 水質汚濁に関する苦情 

2020(令和２)年度は，１件の苦情が寄せられました。速やかに調査を行い，原因

者に改善を指導しました。 

表2-11  その他の河川のＢＯＤ （単位：mg/L） 
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(2) 音環境の保全 
 
 ① 音環境の保全 
 
  ア 自動車交通騒音など 
 
   (ｱ) 自動車騒音 

     2020(令和２)年度は７地点でモニタリングを行い，その結果をもとに沿線の面

的評価を行いました。評価の結果，対象戸数のうち昼夜ともに環境基準を達成し

ていなかった戸数の割合は，0.2％でした。また，モニタリングの結果，関係行

政機関に対し騒音規制法に規定する措置を要請することができる限度を超過し

た地点はありませんでした。（表2-12） 

   

調査地点 時間帯 要請限度 測定結果 

1 国道5号 昭和3丁目31 
昼（6時～22時） 75 62 

夜（22時～6時） 70 54 

2 
道道 

函館上磯線 
花園町9 

昼 75 69 

夜 70 62 

3 
道道 

函館上磯線 
東山2丁目3 

昼 75 68 

夜 70 62 

4 
道道 

赤川函館線 
港町1丁目15 

昼 75 66 

夜 70 57 

5 
道道 

南茅部線 
湯川町3丁目42 

昼 75 66 

夜 70 59 

6 
道道 

五稜郭公園線 
五稜郭町31 

昼 75 61 

夜 70 57 

7 
道道 

函館臨空工業団地線 
日吉町3丁目42 

昼 75 66 

夜 70 56 
 

   (ｲ) 航空機騒音 

     2020(令和２)年度は１地点でモニタリングを行い，環境基準達成を確認しまし

た。国もモニタリングを２地点で実施しており，いずれの地点でも環境基準を達

成しています。（表2-13） 

     また，空港周辺での防音対策として，住宅の防音工事などの一部を補助してい

ます。2020(令和２)年度は住宅の暖房機等の更新工事２件に補助を行いました。 

 

測定地点（測定機関） 環境基準 測定結果 

Ａ 銭亀町339番地（市） 

62 

50 

Ｂ 古川町160番地（国） 51 

Ｃ 湯川町3丁目38番（国） 46 
 

  イ 近隣騒音 

    近隣に対する音の配慮について，市のホームページで引き続き周知啓発に努めま

した。特に事業活動に伴う騒音や振動に対しては，関係法令に基づく規制の取組に

努めました。 

表2-12 自動車騒音モニタリング結果 （単位：dB） 

表2-13  航空機騒音モニタリング結果 （単位：dB） 
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  ウ 騒音や振動に関する苦情 

    2020(令和２)年度は，16件の苦情が寄せられました。苦情のうち，事業活動に伴

う騒音や振動については速やかに調査を行い，原因者に改善を指導しました。しか

し，生活騒音については規制ができないことから，申立者の要望を相手に伝えるに

留まっています。 
 
(3) 化学物質などへの対策 
 
 ① 化学物質対策 
 
 ア 化学物質対策 
  
 (ｱ) ダイオキシン類のモニタリング 

    2020(令和２)年度のダイオキシン類に係るモニタリングの結果は，すべての測

定項目で環境基準を達成しました。（表2-14） 

 函館市のダイオキシン類 

 

測定項目 地点数 
環境基準 

超過地点数 

平均値 

または測定値 
濃度範囲 

大気 
8地点 

(4地点×2回） 
0地点 0.0093 0.0071～0.018 

公共用水域水質 3地点 0地点 0.64 0.61～0.68 

公共用水域底質 3地点 0地点 0.41 0.16～0.85 

地下水質 1地点 0地点 0.060  

土壌 1地点 0地点 0.34  

また，産業廃棄物処理施設の亀田中野地区への立地に伴う周辺地域の生活環境

を見極めるため，ダイオキシン類濃度を測定しました。その結果は，環境基準を

達成しており，市内の一般環境中のダイオキシン類濃度と比較しても大きな違い

はありませんでした。 
 

   (ｲ) 有害大気汚染物質のモニタリング 

     環境基準が設定されている４物質に係るモニタリング結果は表（2-15）のとお

りで，４物質はいずれも環境基準を達成しました。また，指針値が設定されてい

るヒ素などの９物質のいずれも指針値を達成しました。 

 函館市の有害大気汚染物質 

 

物質名 環境基準 
中部小学校 北美原小学校 

年平均値 判定 年平均値 判定 

ベンゼン 3 0.54 〇 0.57 〇 

トリクロロエチレン 130 0.0060 〇 0.010 〇 

テトラクロロエチレン 200 0.020 〇 0.023 〇 

ジクロメタン 250 0.45 〇 0.51 〇 
 
  

 

表2-14  ダイオキシン類に係るモニタリング結果 （単位：pg-TEQ/㎥） 

表2-15  有害大気汚染物質に係るモニタリング結果 （単位：μg/㎥） 

  検索 （https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

  検索 （https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/
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 (ｳ) 農薬の適正使用など 

農薬の適正使用や病害虫の適期防除を普及促進するほか，有機農業などの自然

環境の保全に資する農業生産活動への支援により，安全な農産物の生産や土壌汚

染，河川の水質汚染の低減に努めています。 
  
② その他の対策 
 
 ア その他の対策 
 
  (ｱ) 土壌汚染対策 

    土壌はいったん汚染されると長期にわたり汚染状態が存続し，地下水汚染にも

繋がります。このため，土壌汚染対策法が制定され，有害物質を扱う事業所が廃

止した場合には土壌調査が定められています。また，一定規模以上の土地の形質

を変更しようとするときは，事前に市に届出を行わなければなりません。2020(令

和２)年度は，13 件の届出がありましたが，市が土壌汚染のおそれがある土地と

して調査を命ずるような事例はありませんでした。 
 
  (ｲ) 悪臭対策 

    2020(令和２)年度は，９件の苦情が寄せられました。速やかに調査を行い，原  

因者に改善を指導しました。 
 
  (ｳ) 光害対策 

    不適切な屋外照明等の使用から生じる光は，人間の諸活動や動植物の生息・生       

育に悪影響を及ぼすとともに，過度の明るさはエネルギーの消費であり，地球温

暖化の原因にもなります。 

    2020(令和２)年度は，国が示す「光害対策ガイドライン」の改定が行われたこ

とから，市のホームページで啓発に努めました。なお，2020(令和２)年度は，光

害の苦情はありませんでした。 
 

  (ｴ) 放射性物質対策 

    現状の放射性物質濃度を把握するために日乃出清掃工場の焼却灰の測定を行 

うとともに，市内に流通する食品の放射性物質検査を行い，市民の食の安全・安

心の確保に努めています。 

   日乃出清掃工場 

   市内流通食品 

    また，市内では，渡島総合振興局敷地内に設置されたモニタリングポストによ

る空間放射線量率の連続測定が北海道により実施されています。    

道内に関わる水産物の放射性物質検査については，北海道により多くの測定が

行われています。 

北海道モニタリング 

環境省による公共用水域のモニタリング調査が全国110カ所で行われており，

本市では松倉川の三森橋において水質等の測定が実施されています。 

環境省モニタリング 

なお，いずれの測定結果においても，過去の調査結果と比べて特段の変化は見

られませんでした。 

  検索 （https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014012000130/） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

  
検索 （https://www.env.go.jp/air/rmcm/result/moe_water.html） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

  検索 （https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014011701038/） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

  検索 （https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kks/monitoring.html） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014012000130/
https://www.env.go.jp/air/rmcm/result/moe_water.html
https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2014011701038/
https://www.pref.hokkaido.lg.jp/kz/kks/monitoring.html
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  (ｵ) 電磁波対策 

2020(令和２)年度は，国から新たな知見は示されませんでした。引き続き情報 

収集に努めます。また，市では電磁波測定器の貸し出しを行っており，２件貸し

出しました。 
 
  (ｶ) 石綿（アスベスト）対策 

2020(令和２)年度は，建築物等の解体等工事における石綿の飛散防止を目的に

大気汚染防止法が改正されたため，解体等工事を行う事業者に対し，改正法の内

容について周知を行いました。また，石綿による大気汚染の状況を把握すること

を目的に，石綿以外の繊維を含む総繊維について濃度測定を行いました。その結

果は，全国平均よりも低い濃度となっています。 

函館市の石綿大気濃度 
  検索 （https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/） 

 

イタカ（準絶滅危惧） 

https://www.city.hakodate.hokkaido.jp/docs/2021111100012/

